
被保護者就労準備支援事業（和歌山県被保護者自立支援プログラム）とは

［対象者］
自立に向けた効果が期待でき、かつ参加意欲

が高いと判断される生活保護受給者

［事業内容］
◆社会性及び日常生活能力の向上をめざして
ボランティア活動等の場を提供

◆ボランティア活動等を通じ、一定の効果が
認められたら、各振興局のケースワーカーや
就労支援員がハローワークに同行し求職活動
を支援

［趣 旨］
就労や日常生活を送る上で、生活リズムが崩れている、ひきこもり状態にあるなどの課題を抱える生活保護受給者に対し、社

会福祉法人や特定非営利活動法人等の協力を得て、ボランティア活動等の場を提供することにより、規則正しい生活態度やコ
ミュニケーション能力等就労の前提となる社会性の向上を図り、就労意欲を喚起することを目的として実施する
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・ボランティア活動の期間は2ヶ月
を想定。（時間は１日２～３時間
程度）
・ひきこもりサポート事業と一体的
に実施する場合、１日単位（時間
は１日２～３時間程度）での支援
を想定。


